
(57)【要約】

【課題】腹腔内用探触子の振動子部の屈曲角度を正確に

検出できるようにし、その角度情報により超音波診断装

置のディスプレイ上に穿刺針の正確なガイドラインを表

示可能とする。

【解決手段】探触子の振動子部１２の屈曲を操作する屈

曲操作回動軸１の回動を傘歯車３、同２を介して挿入筒

部６内の回転力伝達シャフト４へ伝え、回転力伝達シャ

フト４から傘歯車７、同８を介して屈曲軸１８に伝える

構成とし、各傘歯車および回転力伝達シャフトを剛体で

形成することにより、屈曲操作回動軸１の回動と屈曲軸

１８の回動との間にずれや伸縮を生じないようにしてお

き屈曲操作回動軸１に回動角度検出手段を設け、屈曲軸

の屈曲角度を検出し、その角度情報を超音波診断装置へ

送ることにより正確なガイドラインを表示させる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
屈 曲 操 作 回 動 軸 を 具 備 す る 操 作 部 と 、 そ れ に 続 く 挿 入 筒 部 と 、 挿 入 筒 部 の 先 に 連 な り 挿 入
筒 部 に 対 し て 屈 曲 可 能 な 振 動 子 部 を 具 備 す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 に お い て 、 そ の 屈 曲 操 作 機
構 が 、 挿 入 筒 部 内 に 長 手 方 向 に 延 び る 回 転 軸 を 有 し 、 該 回 転 軸 の 操 作 部 側 の 端 部 と 振 動 子
部 側 の 端 部 に 歯 車 が 固 定 さ れ 、 操 作 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車 に は 前 記 屈 曲 操 作 回 動 軸
に 連 結 さ れ た 歯 車 が 噛 み 合 い 、 振 動 子 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車 に は 、 振 動 子 部 の 屈 曲
軸 に 連 結 さ れ た 歯 車 が 噛 み 合 っ て 、 前 記 屈 曲 操 作 回 動 軸 の 回 動 が 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 に 伝 達
さ れ 、 振 動 子 部 が 屈 曲 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 各 歯 車 が 傘 歯 車 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 回 転 軸 の 操 作 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車 お よ び こ れ と 噛 み 合 う 屈 曲 操 作 回 動 軸 に 連
結 さ れ た 歯 車 は 互 い に 軸 平 行 の 歯 車 で あ り 、 振 動 子 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車 お よ び こ
れ と 噛 み 合 う 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 に 連 結 さ れ た 歯 車 は 傘 歯 車 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 屈 曲 操 作 回 動 軸 又 は 回 転 軸 の 回 動 角 度 を 検 出 し そ の 角 度 信 号 を 出 力 す る 回 動 角 検 出 手
段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
挿 入 筒 部 に 対 し て 振 動 子 部 が 屈 曲 す る 屈 曲 部 分 は 液 体 の 浸 入 を 防 止 す る よ う 伸 縮 性 の あ る
部 材 で 被 覆 保 護 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 の 挿 入 筒 部 の 外 側 に 穿 刺 針 の
穿 刺 を 案 内 す る 穿 刺 針 溝 を 設 け た 穿 刺 ガ イ ド 管 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 術 中 探 触
子 。
【 請 求 項 ７ 】
穿 刺 ガ イ ド 管 に 穿 刺 針 溝 が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 穿 刺 ガ イ ド 管 の 中 心 軸 が 挿 入 筒 部 の
中 心 軸 か ら 偏 心 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 腹 腔 中 の 臓 器 に 超 音 波 振 動 子 送 受 波 面 を 接 触 さ せ て 、 超 音 波 診 断 装 置 で 臓 器 の
断 面 画 像 を 観 察 し な が ら 穿 刺 針 が 患 部 へ 正 確 に 穿 刺 さ れ る よ う に 超 音 波 振 動 子 部 を 屈 曲 さ
せ る こ と の で き る 穿 刺 用 探 触 子 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の 穿 刺 用 探 触 子 は 、 先 の 方 の 振 動 子 部 ３ ０ が 屈 曲 し な い 図 ５ に 示 す よ う な 棒 状 の 探 触
子 ３ ２ で あ り 、 そ の 振 動 子 ３ １ の 送 受 波 面 は 軸 方 向 に 対 し て 垂 直 面 に な る よ う に 固 定 さ れ
て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ８ － ２ ８ ０ ６ ８ ５ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
超 音 波 ビ ー ム の 走 査 は セ ク タ 走 査 ３ ３ で あ り 、 こ れ に 対 応 す る セ ク タ 画 像 が 診 断 装 置 画 面
上 に 現 れ る 。 穿 刺 針 ３ ４ の 穿 刺 は 探 触 子 ３ ２ に 沿 っ て 行 わ れ る 。 従 っ て 、 セ ク タ 画 像 中 の
探 触 子 に 沿 っ た 位 置 お よ び 方 向 に 穿 刺 ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 し て お き 、 こ の 穿 刺 ガ イ ド ラ イ
ン が 臓 器 の 患 部 を 通 過 す る よ う に 探 触 子 ３ ２ の 傾 き を 加 減 し て 穿 刺 す る こ と に よ り 的 確 に
患 部 へ 穿 刺 で き る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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こ の よ う な 棒 状 の 探 触 子 ３ ２ は 振 動 子 ３ １ の 送 受 波 面 の 向 き が 固 定 さ れ て い る た め 、 臓 器
へ の 探 触 子 ３ ２ の 接 触 向 き 或 い は 接 触 位 置 を 変 え よ う と す る と き は 腹 腔 へ 挿 入 し た 棒 状 探
触 子 自 体 の 向 き を 変 え な け れ ば な ら ず 、 患 者 に 対 し て 少 な か ら ず 苦 痛 を 与 え る と い う 問 題
が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 願 発 明 者 は 、 腹 腔 内 に お い て 、 振 動 子 部 だ け の 屈 曲 が 可 能 な 探 触 子 を 用 い 且 つ
診 断 装 置 画 面 上 に 穿 刺 ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 さ せ る こ と を 発 明 し た 。 従 来 の 、 振 動 子 部 が 屈
曲 す る 形 の 探 触 子 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 そ の 屈 曲 部 は 、 駒 ３ ５ の 連 結 構 造 と な っ て お り
、 操 作 部 ３ ６ の プ ー リ ３ ７ に 掛 け 渡 さ れ た ワ イ ヤ ３ ８ が 、 連 結 さ れ た 駒 ３ ５ の 両 側 を 通 り
そ の 先 端 が 屈 曲 部 先 端 部 材 ３ ９ に 固 定 さ れ て お り 、 プ ー リ ３ ７ を 廻 す こ と に よ っ て 引 っ 張
ら れ た ワ イ ヤ 側 の 方 へ 屈 曲 す る （ 例 え ば 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 昭 ５ ６ － ８ ９ ２ ２ ９ 号 （ １ 頁 右 欄 １ ２ ～ ２ 頁 右 上 欄 ６ 行 、 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
即 ち 、 図 ６ に お い て 、 図 示 さ れ て い な い 操 作 用 の ハ ン ド ル 、 レ バ ー 或 い は つ ま み に よ り 、
プ ー リ ３ ７ を 右 へ 回 す と 振 動 子 部 ３ ０ が 水 平 に 近 く な る 方 に 屈 曲 し 、 プ ー リ ３ ７ を 左 へ 回
す と 振 動 子 部 ３ ０ が 垂 直 に 近 く な る 方 に 戻 る と い う こ と で あ る 。
こ の よ う な 屈 曲 可 能 の 探 触 子 を 用 い 、 探 触 子 の 挿 入 筒 部 ４ ０ に 沿 っ て 穿 刺 を 行 う 場 合 に 、
超 音 波 診 断 装 置 の 画 面 上 に 穿 刺 針 の 穿 刺 ラ イ ン を 示 す ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 し て お く と 、 そ
の ガ イ ド ラ イ ン が 臓 器 の 患 部 像 を 通 る よ う に 振 動 子 部 ３ ０ の 装 置 お よ び 屈 曲 角 度 を 調 整 す
る こ と に よ り 穿 刺 針 が 確 実 に 患 部 に 穿 刺 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 前 記 プ ー リ ３ ７ の 回 転 と 連 動 し て 回 転 す る 角 度 検 出 器 （ 例 え ば エ ン コ ー ダ ） を 設
け て そ の 角 度 信 号 を 送 る よ う に す る こ と を 考 え た 。
こ う す る こ と に よ り 画 面 上 、 送 受 波 面 に 対 応 す る 送 受 波 線 に 対 し て 、 穿 刺 針 が 穿 刺 さ れ る
方 向 に ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
今 、 図 ４ の （ ａ ） の よ う に 、 挿 入 筒 部 に 沿 っ て 穿 刺 が 行 わ れ る よ う に な っ て い る 屈 曲 可 能
の 探 触 子 を 腹 腔 に 挿 入 し 、 振 動 子 部 ３ ０ の 送 受 波 面 を 臓 器 ４ ５ に 密 着 さ せ て 、 超 音 波 の 送
受 波 を 行 っ た と き に 得 ら れ る 画 像 は （ ｂ ） の よ う に 上 辺 が 送 受 波 面 に 対 応 す る 送 受 波 線 ４
１ と な る 。
従 っ て 、 送 受 波 面 と 穿 刺 の 方 向 と の な す 屈 曲 角 が θ と す れ ば 、 （ ｂ ） の 画 面 上 で も 送 受 波
線 ４ １ に 対 し θ の 角 度 方 向 が 穿 刺 針 ３ ４ の 穿 刺 方 向 を 示 す こ と に な る 。 探 触 子 か ら 送 ら れ
て 来 た 角 度 情 報 に 基 い て 、 右 辺 か ら こ の 方 向 に 線 が 表 示 さ れ る よ う に し て お く と 、 こ れ が
穿 刺 の ガ イ ド ラ イ ン ４ ２ と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
従 っ て 、 画 像 を 見 な が ら ガ イ ド ラ イ ン ４ ２ が 臓 器 像 ４ ３ 中 の 患 部 像 ４ ４ を 通 る よ う に 探 触
子 の 位 置 お よ び 振 動 子 部 の 屈 曲 を 操 作 し そ の う え で 穿 刺 す る こ と に よ り 、 患 部 に 対 し 正 確
に 穿 刺 す る こ と が で き 、 患 部 の 組 織 採 取 や 、 患 部 へ の 薬 剤 注 入 等 が 的 確 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 腹 腔 内 で 振 動 子 部 を 屈 曲 さ せ よ う と す る 場 合 に は 、 振 動 子 部 の 屈 曲 さ せ よ
う と す る 側 （ 図 ４ で は 上 面 側 ） に あ る 臓 器 の 荷 重 が か か り 、 ワ イ ヤ に 引 張 力 が か か る 。 こ
の た め ワ イ ヤ が 伸 び て 、 振 動 子 部 の 実 際 の 屈 曲 角 度 よ り も 、 角 度 検 出 器 で の 検 出 角 度 が 大
き く な り 、 真 の 屈 曲 角 度 が 検 出 さ れ ず 、 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 上 の 穿 刺 針 の ガ イ ド ラ イ ン
が 真 の 方 向 を 示 さ な く な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の ワ イ ヤ の 伸 び は 、 振 動 子 部 に か か る 荷 重 が 大 な る ほ ど 大 き く な り 一 定 せ ず 、 ま た 長 期
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の 使 用 に よ り 無 荷 重 時 に お け る 長 さ 自 体 が 伸 び て し ま う と い う こ と が あ り 、 い ず れ に し て
も 画 像 上 の ガ イ ド ラ イ ン が 真 の 穿 刺 方 向 を 示 さ な く な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 か か る 従 来 技 術 の 問 題 点 に 鑑 み て 、 探 触 子 の 振 動 子 部 に か か る 荷 重 に か
か わ ら ず 、 振 動 子 部 の 屈 曲 角 度 を 正 確 に 検 出 し て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 画 面 上 の ガ イ ド ラ イ
ン の 方 向 が 正 確 に 表 示 さ れ る よ う に す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 は 以 下 の 各 構 成 を 有 す る 。
第 １ の 構 成 は 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 を 具 備 す る 操 作 部 と 、 そ れ に 続 く 挿 入 筒 部 と 、 挿 入 筒 部 の
先 に 連 な り 挿 入 筒 部 に 対 し て 屈 曲 可 能 な 振 動 子 部 を 具 備 す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 に お い て 、
そ の 屈 曲 操 作 機 構 が 、 挿 入 筒 部 内 に 長 手 方 向 に 延 び る 回 転 軸 （ 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト ） を 有
し 、 該 回 転 軸 の 操 作 部 側 の 端 部 と 振 動 子 部 側 の 端 部 に 歯 車 が 固 定 さ れ 、 操 作 部 側 の 端 部 に
固 定 さ れ た 歯 車 に は 前 記 屈 曲 操 作 回 動 軸 に 連 結 さ れ た 歯 車 が 噛 み 合 い 、 振 動 子 部 側 の 端 部
に 固 定 さ れ た 歯 車 に は 、 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 に 連 結 さ れ た 歯 車 が 噛 み 合 っ て 、 前 記 屈 曲 操 作
回 動 軸 の 回 動 が 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 に 伝 達 さ れ 、 振 動 子 部 が 屈 曲 可 能 と な る こ と を 特 徴 と す
る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ２ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 各 歯 車 が 傘 歯 車 で あ る こ と を 特 徴 と す る 穿
刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
第 ３ の 構 成 は 、 前 記 第 １ の 構 成 に お い て 、 前 記 回 転 軸 の 操 作 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車
お よ び こ れ と 噛 み 合 う 屈 曲 操 作 回 動 軸 に 連 結 さ れ た 歯 車 は 互 い に 軸 平 行 の 歯 車 で あ り 、 振
動 子 部 側 の 端 部 に 固 定 さ れ た 歯 車 お よ び こ れ と 噛 み 合 う 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 に 連 結 さ れ た 歯
車 は 傘 歯 車 で あ る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ４ の 構 成 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 又 は 第 ３ の 構 成 に お い て 、 前 記 屈 曲 操 作 回 動 軸 ま た は 回 転
軸 の 回 動 角 度 を 検 出 し そ の 角 度 信 号 を 出 力 す る 回 動 角 検 出 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す
る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
第 ５ の 構 成 は 、 前 記 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ 又 は 第 ４ の 構 成 に お い て 、 挿 入 筒 部 に 対 し て 振 動 子
部 が 屈 曲 す る 屈 曲 部 分 は 液 体 の 浸 入 を 防 止 す る よ う 伸 縮 性 の あ る 部 材 で 被 覆 保 護 し た こ と
を 特 徴 と す る 穿 刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 ６ の 構 成 は 、 前 記 第 １ な い し 第 ５ の い ず れ か の 構 成 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 の 挿 入 筒 部 の 外
側 に 穿 刺 針 の 穿 刺 を 案 内 す る 穿 刺 針 溝 を 設 け た 穿 刺 ガ イ ド 管 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 穿
刺 用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
第 ７ の 構 成 は 、 前 記 第 ６ の 構 成 に お い て 、 穿 刺 ガ イ ド 管 に 穿 刺 針 溝 が 設 け ら れ て い る こ と
に よ り 穿 刺 ガ イ ド 管 の 中 心 軸 が 挿 入 筒 部 の 中 心 軸 か ら 偏 心 し て い る こ と を 特 徴 と す る 穿 刺
用 術 中 探 触 子 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 屈 曲 角 度 操 作 部 分 か ら 屈 曲 部 へ の 回 動 力 伝 達 手 段 と し て 、 従 来 の
よ う に ワ イ ヤ に よ る の で は な く 、 歯 車 と 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の よ う な 剛 体 部 材 に よ る 構 成
と し 、 ワ イ ヤ を 用 い た と き の よ う な 伸 び の 問 題 を 排 除 し よ う と す る も の で あ る 。
操 作 部 か ら 屈 曲 部 ま で の 回 動 力 の 伝 達 は 、 探 触 子 の 挿 入 筒 部 内 に 納 め ら れ た 回 転 力 伝 達 シ
ャ フ ト に よ り 行 う 。 部 材 と し て は 捩 れ の 生 じ な い 剛 体 を 用 い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
屈 曲 角 度 の 操 作 は 、 探 触 子 の 操 作 部 に 設 け ら れ た 操 作 用 の ハ ン ド ル 、 レ バ ー あ る い は つ ま
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み 等 に よ っ て 操 作 す る 。
操 作 に よ っ て 生 じ た 回 動 力 を 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト へ 伝 達 す る 手 段 は 圧 縮 、 伸 長 、 捩 れ 、 曲
げ の 生 じ な い 剛 体 の 歯 車 機 構 に よ る 。
こ の 歯 車 機 構 は 、 ハ ン ド ル 等 の 回 動 軸 と 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の 回 転 軸 が 平 行 な 場 合 に は 平
歯 車 機 構 と な る し 、 平 行 で な い 場 合 に は 、 そ の な す 角 度 に 応 じ た 傘 歯 車 機 構 を 用 い る こ と
に な る 。
屈 曲 部 に お い て は 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の 中 心 軸 と 振 動 子 部 の 屈 曲 軸 は 方 向 が 直 角 と な る か
ら 傘 歯 車 機 構 で 連 結 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の よ う に 、 剛 体 の 歯 車 機 構 お よ び 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト に よ り 構 成 さ れ て い る の で 、 操 作
部 の ハ ン ド ル 等 の 回 動 軸 の 回 動 角 と 振 動 子 部 の 屈 曲 角 度 は ず れ や 伸 縮 の な い 正 確 な 対 応 関
係 に あ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
従 っ て 、 操 作 部 の ハ ン ド ル 等 の 回 動 軸 或 い は 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の 回 動 角 を 検 出 す る 回 動
角 検 出 手 段 の 出 力 す る 角 度 信 号 は 正 確 に 振 動 子 部 の 屈 曲 角 度 に 対 応 し た も の と な り 、 こ の
角 度 信 号 に 基 づ い て 、 超 音 波 診 断 装 置 の 画 面 上 に 表 示 さ れ た 穿 刺 の ガ イ ド ラ イ ン は 正 確 な
も の と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 実 施 例 】
以 下 、 本 発 明 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 の 実 施 例 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 探 触 子 の 実 施 例 の 概 略 構 成 図 で あ る 。 探 触 子 は ４ つ の 部 分 か ら 構 成 さ れ
て い る 。 図 の 上 か ら 操 作 部 １ ６ 、 挿 入 筒 部 ６ 、 屈 曲 部 １ ７ お よ び 振 動 子 部 １ ２ で あ る 。 操
作 部 １ ６ は 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 １ に 固 定 さ れ た 傘 歯 車 ３ と 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト ４ に 固 定 さ れ
た 傘 歯 車 ２ が 噛 み 合 っ て い る 。 屈 曲 操 作 回 動 軸 １ に は 図 示 さ れ て い な い 屈 曲 操 作 用 の ハ ン
ド ル 、 つ ま み 或 い は レ バ ー が 設 け ら れ て お り 、 そ れ を 操 作 す る こ と に よ り 傘 歯 車 ３ が 回 動
し 、 そ の 回 動 が 傘 歯 車 ２ を 介 し て 回 転 力 伝 送 シ ャ フ ト ４ へ 伝 え ら れ る 。 回 転 力 伝 達 シ ャ フ
ト ４ は 挿 入 筒 部 ６ の 内 部 に 設 け ら れ て お り 、 そ の 下 方 に は 傘 歯 車 ７ が 固 定 さ れ て い る 。 こ
の 傘 歯 車 ７ に は 、 屈 曲 軸 １ ８ に 固 定 さ れ た 傘 歯 車 ８ が 噛 み 合 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
従 っ て 、 操 作 部 １ ６ の 屈 曲 操 作 用 の ハ ン ド ル を 回 す こ と に よ り 屈 曲 軸 １ ８ が 回 動 す る こ と
に な る 。 屈 曲 軸 １ ８ に は 連 結 桿 １ １ が 固 定 さ れ て お り 、 そ の 連 結 桿 １ １ に 振 動 子 部 １ ２ が
固 定 さ れ て い る 。
従 っ て 、 振 動 子 部 は 屈 曲 軸 １ ８ を 中 心 に し て 屈 曲 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 探 触 子 で は 屈 曲 操 作 に よ る 回 動 力 の 伝 達 を 剛 体 か ら な る 歯 車 お よ
び シ ャ フ ト に よ り 行 っ て い る の で 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 の 回 動 と 屈 曲 軸 の 回 動 の 間 に は ず れ や
伸 縮 は 発 生 せ ず 、 そ の た め 屈 曲 軸 の 回 動 角 は 屈 曲 操 作 回 動 軸 の 回 動 角 を 検 出 す る こ と に よ
り 正 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
傘 歯 車 ７ 、 同 ８ お よ び 連 結 桿 １ １ の 部 分 は 、 体 液 等 の 浸 入 を 防 止 す る よ う に 挿 入 筒 部 ６ か
ら 振 動 子 部 １ ２ へ か け て 屈 曲 自 在 の 金 属 蛇 腹 １ ０ お よ び 湾 曲 ゴ ム ９ で 覆 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
挿 入 筒 部 ６ は 円 筒 状 を し て お り 、 そ の 外 側 に は 穿 刺 針 溝 １ ９ が 設 け ら れ た 穿 刺 針 ガ イ ド 筒
５ が は め ら れ て お り 、 穿 刺 針 １ ５ は こ の 穿 刺 針 溝 １ ９ に 沿 っ て 体 内 へ 穿 刺 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
図 の （ ａ ） の Ａ － Ａ 断 面 を （ ｂ ） に 示 す 。
挿 入 筒 部 ６ の 中 心 と 穿 刺 針 ガ イ ド 筒 ５ の 中 心 は 、 穿 刺 針 溝 １ ９ を 設 け た こ と に よ り 偏 心 し
て い る こ と が 分 か る 。
こ れ に よ り 、 穿 刺 針 溝 １ ９ を 設 け た こ と に よ る ス ペ ー ス の 無 駄 を 少 な く し て い る 。 振 動 子
部 １ ２ に は 、 多 数 の 振 動 子 素 子 が 送 受 波 面 ２ ０ を 形 成 す る 振 動 子 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
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各 振 動 子 素 子 か ら の 多 数 の 配 線 １ ４ は 束 ね ら れ て 屈 曲 部 １ ７ を 経 て 、 筒 状 に な っ て い る 回
転 力 伝 達 シ ャ フ ト ４ の 内 部 を 通 り ケ ー ブ ル ２ ８ と な っ て 図 示 さ れ て い な い 超 音 波 診 断 装 置
へ 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ の 探 触 子 は 、 ト ラ カ ー ル を 用 い て 、 挿 入 筒 部 の 途 中 迄 腹 腔 内 に 入 り そ れ よ り 上 は 体 外 に
あ り 、 操 作 部 １ ６ で 振 動 子 部 １ ２ の 屈 曲 角 度 を 操 作 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
図 ２ は 、 操 作 部 １ ６ の 部 分 図 で あ る 。
屈 曲 操 作 回 動 軸 １ に は 、 回 動 角 検 出 手 段 で あ る 光 エ ン コ ー ダ ２ １ の エ ン コ ー ダ デ ィ ス ク ２
２ が 固 定 さ れ て い る 。 ハ ン ド ル ２ ９ を 回 動 す る と 屈 曲 操 作 回 動 軸 １ が 回 動 し 、 そ の 回 動 は
傘 歯 車 ３ 、 同 ２ 、 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト ４ を 介 し て 図 １ の 屈 曲 軸 １ ８ へ 伝 え ら れ る と と も に
エ ン コ ー ダ デ ィ ス ク ２ ２ も 回 動 し 、 結 局 光 エ ン コ ー ダ ２ １ で 屈 曲 軸 １ ８ の 回 動 角 を 検 出 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
従 っ て 、 例 え ば 図 ３ に お い て 、 穿 刺 針 １ ５ と 送 受 波 面 ２ ０ の な す 角 θ が ０ 度 の と き の 光 エ
ン コ ー ダ ２ １ の 出 力 を 初 期 値 或 い は 基 準 値 と し て お け ば 、 以 後 、 光 エ ン コ ー ダ か ら は 任 意
の 角 度 θ に 対 応 す る 角 度 信 号 が 得 ら れ る 。 ま た 光 エ ン コ ー ダ ２ １ は 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト に
設 け て も よ い 。
こ の 角 度 信 号 を ケ ー ブ ル ２ ８ に よ っ て 、 超 音 波 受 波 信 号 と と も に 超 音 波 診 断 装 置 ２ ４ へ 送
る こ と に よ り 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ７ の 画 面 上 に 、 探 触 子 の 送 受 波 面 ２ ０ に 対 応 す る 送 受 波 線
２ ５ を 上 辺 と し 、 超 音 波 視 野 ２ ３ を 示 す 点 線 を 左 右 両 辺 と す る 画 像 を 描 か せ そ の 画 像 中 に
穿 刺 針 １ ５ が 突 き 進 む 径 で あ る こ と を 示 す ガ イ ド ラ イ ン ２ ６ を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ガ イ ド ラ イ ン ２ ６ の 右 辺 に お け る 始 点 は 、 穿 刺 針 １ ５ と 、 超 音 波 視 野 ２ ３ を 区 画 す る 点 線
と の 交 点 位 置 Ｐ に 対 応 す る が 、 振 動 子 部 １ ２ の 屈 曲 軌 跡 は 定 ま っ て お り 交 点 位 置 Ｐ は 角 度
θ の 関 数 と し て 表 わ さ れ る か ら 、 角 度 θ の 情 報 を 送 る こ と に よ り ガ イ ド ラ イ ン ２ ６ の 始 点
も 定 ま る 。
こ の よ う に 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ７ 上 の ガ イ ド ラ イ ン ２ ６ は 穿 刺 針 の 穿 刺 径 路 を 示 す も の で あ
る か ら 、 画 像 上 に 患 部 を 表 示 さ せ 、 ガ イ ド ラ イ ン ２ ６ が こ の 患 部 を 通 過 す る よ う に 、 臓 器
に 対 す る 振 動 子 部 １ ２ の 位 置 や 、 挿 入 筒 部 ６ の 傾 き を 変 え て 屈 曲 角 θ を 変 え る こ と に よ り
従 来 よ り も 患 者 の 苦 痛 を 少 な く し て 患 部 に 対 す る 正 確 な 穿 刺 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ２ の 例 は 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 １ と 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト ４ が 直 交 し て い る が 、 傘 歯 車 の 歯 の
傾 斜 を 変 え て 直 交 以 外 の 角 度 で も よ い し 、 更 に 傘 歯 車 に 代 え て 平 歯 車 を 用 い て 屈 曲 操 作 回
動 軸 １ が 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト と 平 行 に な る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 穿 刺 用 術 中 探 触 子 は 、 操 作 部 か ら 屈 曲 部 へ の 屈 曲 回 動 力 の 伝
達 を 剛 体 か ら な る 歯 車 お よ び シ ャ フ ト に よ り 行 う よ う に し た の で 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 の 回 動
と 屈 曲 軸 の 回 動 と の 間 に は ず れ や 伸 縮 は 発 生 せ ず 、 そ の た め 、 屈 曲 軸 の 回 動 角 は 屈 曲 操 作
回 動 軸 又 は 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の 回 動 角 を 検 出 す る こ と に よ り 検 出 す る こ と が で き 、 従 っ
て 、 屈 曲 操 作 回 動 軸 又 は 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト の 回 動 角 を 回 動 角 検 出 手 段 で 検 出 し 、 こ の 角
度 情 報 を 超 音 波 診 断 装 置 へ 送 る こ と に よ り 、 該 装 置 の デ ィ ス プ レ イ 上 の 臓 器 を 示 す 画 像 上
に 穿 刺 針 の 進 入 経 路 を 示 す ガ イ ド ラ イ ン を 表 示 す る こ と が で き 、 従 っ て 、 こ の ガ イ ド ラ イ
ン が 、 臓 器 中 の 患 部 の 映 像 を 通 過 す る よ う に 臓 器 に 対 す る 振 動 子 部 の 位 置 や 挿 入 筒 部 の 傾
き を 変 え て 屈 曲 角 θ を 変 え る こ と に よ り 、 従 来 よ り も 患 者 の 苦 痛 を 少 な く し て 患 部 に 対 す
る 正 確 な 穿 刺 が 可 能 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 探 触 子 の 実 施 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 操 作 部 の 一 例 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 探 触 子 の 屈 曲 角 度 と 超 音 波 診 断 装 置 の 画 像 の ガ イ ド ラ イ ン の 関 係 を 説 明 す
る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 探 触 子 を 人 体 に 用 い た と き の 超 音 波 診 断 装 置 画 像 の 表 示 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 用 い ら れ て い る 棒 状 探 触 子 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 、 振 動 子 部 が 屈 曲 す る 探 触 子 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 屈 曲 操 作 回 動 軸
２ 　 傘 歯 車
３ 　 傘 歯 車
４ 　 回 転 力 伝 達 シ ャ フ ト
５ 　 穿 刺 針 ガ イ ド 筒
６ 　 挿 入 筒 部
７ 　 傘 歯 車
８ 　 傘 歯 車
９ 　 湾 曲 ゴ ム
１ ０ 　 金 属 蛇 腹
１ １ 　 連 結 桿
１ ２ 　 振 動 子 部
１ ３ 　 振 動 子
１ ４ 　 配 線
１ ５ 　 穿 刺 針
１ ６ 　 操 作 部
１ ７ 　 屈 曲 部
１ ８ 　 屈 曲 軸
１ ９ 　 穿 刺 針 溝
２ ０ 　 送 受 波 面
２ １ 　 光 エ ン コ ー ダ
２ ２ 　 エ ン コ ー ダ デ ィ ス ク
２ ３ 　 超 音 波 視 野
２ ４ 　 超 音 波 診 断 装 置
２ ５ 　 送 受 波 線
２ ６ 　 ガ イ ド ラ イ ン
２ ７ 　 デ ィ ス プ レ イ
２ ８ 　 ケ ー ブ ル
２ ９ 　 ハ ン ド ル
３ ０ 　 振 動 子 部
３ １ 　 振 動 子
３ ２ 　 探 触 子
３ ３ 　 セ ク タ 走 査
３ ４ 　 穿 刺 針
３ ５ 　 駒
３ ６ 　 操 作 部
３ ７ 　 プ ー リ
３ ８ 　 ワ イ ヤ
３ ９ 　 屈 曲 部 先 端 部 材
４ ０ 　 挿 入 筒 部
４ １ 　 送 受 波 線
４ ２ 　 ガ イ ド ラ イ ン
４ ３ 　 臓 器 像
４ ４ 　 患 部 像
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４ ５ 　 臓 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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